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公益社団法人日本馬事協会登録規程

（登録の目的）

第�１条　公益社団法人日本馬事協会（以下「協会」という。）は、軽種馬（公益財団法人ジャパン・スタッ

ドブック・インターナショナル登録規程（以下「ＪＡＩＲＳ登録規程」という。）に基づき、軽種馬と

して登録された馬（第７条第１号のイの馬を除く。）をいう。以下同じ。）を除く馬の血統と個体識別を

明確にし、繁殖成績を記録することによって馬の改良増殖を図るため、この規程により登録を行う。

（登録する馬）

第�２条　登録する馬は、軽種馬以外の馬であって公益社団法人日本馬事協会登録規程事務細則（以下「細

則」という。）に定める品種の馬とする。

（登録の区分）

第３条　登録は、血統登録と繁殖登録とに区分し、当分の間、補助血統登録を併せ行うものとする。

２　血統登録及び補助血統登録とは、血統及び個体識別を明らかにする登録をいう。

３　繁殖登録とは、繁殖の用に供する馬の繁殖成績を明らかにする登録をいう。

（血統登録）

第�４条　血統登録及び補助血統登録は、細則に定める様式の血統登録原簿に当該馬の登録番号、登録年月

日、馬名、品種名、生年月日、性、毛色、特徴、血統、産地、所有者（国内産馬にあっては、生産者（馬

の生産飼養のため必要な設備を有し、当該馬の生まれたときにその母馬を飼養していた者）を含む。）

の住所氏名その他必要な事項を記載して行う。

　　　　　　　　　　　　　制定　昭和５１年　４月　８日（農 林 省 指 令�51�畜Ａ第� 364�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成　元年　４月　１日（農林水産省指令 元 畜Ａ第� 956�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成　７年　５月２５日（農林水産省指令 ７ 畜Ａ第�1334�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成　９年　３月２７日（農林水産省指令 ９ 畜Ａ第� 695�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成１０年　３月３１日（農林水産省指令�10�畜Ａ第� 750�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成１２年　９月１４日（農林水産省指令�12�畜Ａ第�2494�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成１５年　３月２８日（農林水産省指令�14�生畜第�8219�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成２２年１２月　１日（農林水産省指令�22�生畜第�1591�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成２３年１１月　１日（農林水産省指令�23�生畜第�1692�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成２４年　６月　８日（農林水産省指令�24�生畜第� 491�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成２６年　２月２５日（農林水産省指令�25�生畜第�1933�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　平成３０年　７月２３日（農林水産省指令�30�生畜第� 262�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　令和　元年　９月１１日（農林水産省指令 元 生畜第� 649�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　令和　２年　３月３０日（農林水産省指令 元 生畜第�1903�号承認）

　　　　　　　　　　　　　改正　令和　４年　３月２２日（農林水産省指令 ３ 畜産第�1935�号承認）
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（繁殖登録）

第�５条　繁殖登録は、細則に定める様式の繁殖登録原簿に当該馬の登録番号、登録年月日、馬名、品種名、

生年月日、性、毛色、特徴、血統、産地、所有者の住所氏名、当該馬の繁殖成績その他必要な事項を記

載して行う。

（血統登録の申込みができる馬）

第６条　血統登録の申込みができる馬は、次の各号のいずれかに該当する馬とする。

　（１）国内産馬

　　ア　繁殖登録された父母馬の間に生まれたもの

　　イ�　ＪＡＩＲＳ登録規程により繁殖登録された馬とこの規程により繁殖登録された馬との間に生まれ

たもの

　　ウ　ＪＡＩＲＳ登録規程により繁殖登録された父母馬の間に生まれたもの

　　エ�　輸入された妊娠馬から生まれた当該妊娠に係る産駒（輸出国出国から輸入検疫終了までの間に生

まれたものを含む。）で、母馬の出生国又は輸出国の血統登録機関により当該産駒の血統が明らか

にされているもの

　　オ�　輸入された精液をＪＡＩＲＳ登録規程により繁殖登録された馬又はこの規程により繁殖登録され

た馬に注入して生まれたもの

　（２）輸入馬

　　　出生国又は輸出国の血統登録機関により血統が明らかにされているもの

２�　補助血統登録の申込みができる馬は、前項各号に該当しないが、協会が交付した血統を明らかにする

証明書により、又は農業団体等によりその２代前までの血統が明らかにされている馬（その父母馬又は

父馬若しくは母馬が繁殖登録を受けることができる馬であるにも係わらず繁殖登録を受けていないもの

である場合にあっては、繁殖登録を受けていないことにつき止むを得ない事情があると認められるとき

におけるその産駒に限る。）とする。

（繁殖登録の申込みができる馬）

第７条　繁殖登録の申込みができる馬は、次の各号のいずれかに該当する馬とする。

　（１）国内産馬

　　ア�　血統登録又は補助血統登録された馬であって繁殖の用に供するもの（競馬法の規定に基づく登録

を受けた馬にあっては、その登録を抹消されたものに限る。）

　　イ�　ＪＡＩＲＳ登録規程により軽種馬として血統登録された馬であって繁殖の用に供するもの（その

馬の所有者がその血統登録証明書の返却を要しないものとしてその血統登録証明書を協会に提出し

たもの（競馬法の規定に基づく登録を受けた馬にあっては、その登録を抹消されたもの）に限る。）

　（２）輸入馬

　　ア�　出生国又は輸出国の血統登録機関により血統が明らかにされているものであって繁殖の用に供す

るもの

　　イ�　血統登録又は補助血統登録された馬であって繁殖の用に供するもの（競馬法の規定に基づく登録

を受けた馬にあっては、その登録を抹消されたものに限る。）
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（登録申込みの手続）

第�８条　登録を受けようとする馬の所有者は、細則に定める様式の登録申込書に第１５条第１項に定める

登録料及び次に掲げる書類を添えて協会の会長に申込まなければならない。

　（１）血統登録及び補助血統登録

　　ア�　第６条第１項第１号のア、イ、ウ及びオの馬にあっては、細則に定める様式の種付証明書、授精

証明書、体内受精卵移植証明書又は体外受精卵移植証明書及び母馬の登録証明書

　　イ�　第６条第１項第１号のエの馬にあっては、母馬の出生国又は輸出国の血統登録機関が発行した当

該母馬の血統登録証明書又は輸出証明書、当該産次に係る種付を証明する書類及び父馬の血統を証

明する書類

　　ウ�　第６条第１項第２号の馬にあっては、出生国又は輸出国の血統登録機関が発行した血統登録証明

書又は輸出証明書

　　エ�　第６条第２項の馬（オに規定する馬を除く。）にあっては、細則に定める様式の種付証明書、授

精証明書、体内受精卵移植証明書又は体外受精卵移植証明書及び協会が必要と認める血統を証明す

る書類

　　オ�　第６条第２項の馬（その父母馬又は父馬若しくは母馬が繁殖登録を受けていないものに限る。）

にあっては、エに掲げる書類のほか、その父母馬又は父馬若しくは母馬が繁殖登録を受けていない

ことにつき止むを得ない事情があることを記載した書類

　（２）繁殖登録

　　ア�　第７条第１号のアの馬及び第２号のイの馬にあっては、血統登録又は補助血統登録に係る登録証

明書

　　イ　第７条第１号のイの馬にあっては、ＪＡＩＲＳ登録規程により交付された血統登録証明書

　　ウ�　第７条第２号のアの馬にあっては、出生国又は輸出国の血統登録機関が発行した血統登録証明書

又は輸出証明書

２　協会は、前項に掲げる書類のほか、登録上必要があると認めた書類の提出を求めることがある。

（登録申込みの期限）

第９条　登録の申込みは、それぞれ次の各号に掲げる期限までにしなければならない。

　（１）国内産馬の血統登録及び補助血統登録は、原則として当歳の１１月３０日まで

　（２�）国内産馬及び輸入馬であって協会の血統登録又は補助血統登録を受けた馬の繁殖登録は、原則と

して最初の種付時まで

　（３�）輸入馬（協会の血統登録又は補助血統登録を受けた馬を除く。）の登録は、原則として輸入検疫

終了後３ヵ月以内

（登録する馬の審査）

第１０条　登録する馬の審査は、登録審査委員が行う。

２�　登録審査委員は、馬に関する学識経験者、馬に関する農業団体等の役職員及び協会の役職員のうちか

ら協会会長が委嘱又は任命する。

３　登録の審査は、定期審査と臨時審査とに区分する。
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４　登録上必要があると認める場合は、再審査を行うことがある。

（登録審査費用の負担）

第�１１条　登録の審査に当たり、臨時審査、ＤＮＡ型検査の検体採取、ＤＮＡ型検査その他特別の事由が

ある場合は、その費用の全部又は一部を登録申込者の負担とすることがある。

２　すでに納められた前項の費用は返還しない。

（登録審査事項）

第�１２条　登録の審査は、第８条に掲げる書類についての審査、実馬についての審査（細則に定める「実

馬審査体型標準」による審査及び個体識別のための審査をいう。以下同じ。）、血統についての審査を行

う。

　�　ただし、受精卵移植によって生まれたもの及び協会が必要と認めるものについてはＤＮＡ型検査によ

る親子関係の審査を行う。

（登録の要件）

第�１３条　登録を受けようとする馬が、次の各号のいずれかに該当する場合は登録を行わない。ただし、

第６条第１項第１号のエ及びオの馬並びに輸入馬にあっては、第１号は適用しないものとする。

　（１�）家畜改良増殖法（昭和２５年法律第２０９号。以下「法」という。）第４条に定める種畜証明書

の交付を受けていない雄馬（法第４条第１項ただし書各号の雄馬の場合を除く。）に係る産駒

　（２�）一発情期間に異なる２頭以上の種雄馬の種付け（人工授精を含む。）を受けた雌馬に係る産駒（Ｄ

ＮＡ型検査で親子関係が明らかにされたものを除く。）

　（３）ＤＮＡ型検査で親子関係に異常が認められた馬

　（４）血統に解明できない疑義のある馬

　（５）実馬審査体型標準に著しく背馳する馬

　（６）性別の明瞭でない馬

　（７）繁殖登録の場合において去勢した馬又は卵巣を摘出した馬並びに遺伝的疾患を有する馬

（登録証明書の交付）

第�１４条　協会は、この規程により登録された馬（以下「登録馬」という。）について、次により登録証

明書を所有者に交付する。

　（１）血統登録にあっては、細則に定める血統登録証明書

　（２）補助血統登録にあっては、細則に定める補助血統登録証明書

　（３）繁殖登録にあっては、細則に定める繁殖登録証明書

　（４）前各号の登録証明書は、１頭の馬につき１通とする。

２�　既に血統登録又は補助血統登録を受けている馬について繁殖登録を行う場合には、血統登録証明書又

は補助血統登録証明書と引き換えに繁殖登録証明書を交付するものとする。
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（登録料及び手数料）

第１５条　登録料及び手数料は、別表に定めるとおりとする。

２　すでに納められた登録料及び手数料は、返還しない。

（登録馬所有者の報告義務）

第�１６条　登録馬が、次の各号のいずれかに該当したときは、その所有者（所有権の移転があったときは、

新旧所有者の双方とする。）は、３０日以内に協会に書面をもってその旨を報告しなければならない。

　（１）登録馬につき、売買、贈与、相続等が行われ所有権が移転したとき

　（２）登録馬の死亡、と殺又は殺処分があったとき

（繁殖成績等の報告）

第�１７条　繁殖登録を受けた馬の所有者は、前条各号の場合のほか、毎年９月３０日までに、細則に定め

る繁殖成績報告書を協会に提出しなければならない。

（登録証明書の再交付又は書換え交付）

第�１８条　登録証明書を紛失したため、再交付を受けようとするものは、細則に定める様式の申込書に第

１５条第１項に定める手数料を添えて協会の会長に申し込まなければならない。

２�　登録証明書を汚損又はき損したため書換え交付を受けようとするものは、細則に定める様式の申込書

に第１５条第１項に定める手数料及びその登録証明書を添えて協会の会長に申し込まなければならな

い。

３　協会が、登録証明書を再交付したときは、旧登録証明書は再交付と同時にその効力を失う。

（登録の更正）

第１９条　協会は、登録した馬について、その登録事項に錯誤を発見したときは、これを更正する。

（登録の拒絶又は取消）

第�２０条　協会は、次の各号のいずれかに該当する場合には、登録を拒絶し、又は登録を取り消すものと

する。

　（１�）登録申込者が第１１条に定める登録費用の負担、必要書類の提出、実馬についての審査及びＤＮ

Ａ型検査を行う場合の検体の採取を拒んだとき

　（２）登録の申込みについて虚偽又は不正の行為のあったとき

　（３�）登録した馬について、第６条、第７条及び第１３条に規定する登録に係る要件を欠くことが判明

したとき

２�　前項各号のいずれかに該当した者又は第１６条及び第１７条の規定に違反した者が行うその後の登録

申込みについては、その登録を行わないことができる。

（登録馬等の公示）

第２１条　登録馬は、登録名簿に登載し、公示する。
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２　登録馬につき次の各号の事由が生じたときは、登録名簿に登載し、公示する。

　（１）　登録を取り消したとき

　（２）　登録事項の馬名、品種及び血統を更正したとき

　（３）　登録証明書を再交付したとき

（雑則）

第２２条　協会は、この規程に定めるもののほか、登録業務に関し必要な事項について細則を定める。

２�　協会は、前項の細則を定めたときは、畜産局長に届け出るものとする。これを変更したときも同様と

する。

　　　附　則

１�　この規程は、農林大臣の承認のあった日（昭和５１年４月８日）から実施し、昭和５１年４月１日か

ら適用する。

２�　第２条の規定にかかわらず、当分の間、北海道の輓曳馬及び長野県の小格馬以外の馬は、登録を行わ

ないことができる。

３�　ホクレン農業協同組合連合会、十勝農業協同組合連合会及び社団法人長野県種馬登録協会が法第３２

条の２に基づき、農林大臣の承認を受けて定めたそれぞれの登録規定により昭和５１年３月３１日まで

に登録した馬は、この規程により血統登録又は繁殖登録をしたものとみなす。

４�　日本在来馬その他協会会長が必要と認めた馬の登録については、当分の間、第１５条の登録料の規定

は適用しないことができる。

　　　附　則

　この規程は、平成元年４月１日より適用する。

　　　附　則

１　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成７年５月２５日）から実施する。

２�　この規程の施行前に改正前の規程により交付された種馬登録証明書は、この規程により交付されたも

のとみなす。

３�　この規程の別表の補助血統登録の登録料金は、平成８年４月１日から適用し、それまでの間は改正前

の登録料金を適用する。

　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成９年３月２７日）から実施し、平成９年４月１日か

ら適用する。

　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成１０年３月３１日）から実施し、平成１０年４月１

日から適用する。

－6－



　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成１２年９月１４日）から実施し、平成１３年１月１

日から適用する。

　　　附　則

１�　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成１５年３月２８日）から実施し、平成１５年４月

１日から適用する。

２　この規程の施行前に交付された種馬登録証明書については、なお従前の例による。

　　　附　則

１�　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成２２年１２月１日）から実施し、財団法人ジャパ

ン・スタッドブック・インターナショナルについての一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第

３０６条第１項の規定による変更の登記の日（平成２２年１２月１日）から適用する。

２�　この規程の適用前に財団法人日本軽種馬登録協会登録規程に基づいて軽種馬として登録された馬につ

いては、改正後の第１条に規定する財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程

に基づいて軽種馬として登録された馬とみなす。

　　　附　則

１�　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定

等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条第１項に定める公益法人の設立

の登記の日（平成２３年１１月１日）から施行する。（農林水産省指令２３生畜第１６９２号）

２�　この規程の施行前に公益社団法人日本馬事協会により交付された種馬登録証明書は、この規程により

交付されたものとみなす。

　　　附　則

１　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成２４年６月８日）から実施する。

２�　この規程の適用前に財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程に基づいて軽

種馬として登録された馬については、改正後の第１条に規定する公益財団法人ジャパン・スタッドブッ

ク・インターナショナル登録規程に基づいて登録された馬とみなす。

　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成２６年２月２５日）から実施し、平成２６年４月１

日から適用する。

　　　附　則

１�　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（平成３０年７月２３日）から実施し、平成３１年１月

１日から適用する。

２�　この規程の実施前にされた補助繁殖登録については、この規程による改正後の公益社団法人日本馬事
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協会登録規程（以下「新規程」という。）第３条第１項中「補助血統登録」とあるのは「補助血統登録

及び補助繁殖登録」と、及び第３項中「繁殖登録」とあるのは「繁殖登録及び補助繁殖登録」とそれぞ

れみなして、これらの規定を適用する。

３�　この規程の実施前に補助繁殖登録された父馬又は母馬の間に生まれた産駒については、新規程第６条

第１項第１号のア中「繁殖登録」とあるのは「繁殖登録又は補助繁殖登録」と、及びイ中「この規程に

より繁殖登録」とあるのは「この規程により繁殖登録又は補助繁殖登録」とそれぞれみなして、これら

の規定を適用する。

４�　この規程の実施前に補助繁殖登録された馬については、新規程第６条第１項第１号のオ中「この規程

により繁殖登録された馬」とあるのは「この規程により繁殖登録若しくは補助繁殖登録された馬」とみ

なして、同条同項同号のオの規定を適用する。

５�　この規程の実施前に、この規程による改正前の公益社団法人日本馬事協会種馬登録規程（以下「旧規

程」という。）第１４条の規定により交付された種馬登録証明書は、新規程第１４条の規定により交付

された登録証明書とみなす。

６�　この規程の実施前に旧規程第２１条第１項の規定により種馬登録名簿に登載し、公示された登録馬は、

新規程第２１条の規定により登録名簿に登載し、公示されたものとみなす。

　　　附　則

１　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（令和元年９月１１日）から実施する。

２�　改正後の別表の「登録料及び手数料の料金表」は、令和元年１０月１日から適用し、同日前までにつ

いては、なお従前の例による。

　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（令和２年３月３０日）から適用する。

　　　附　則

　この規程は、農林水産大臣の承認のあった日（令和４年３月２２日）から適用する。
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区　　　　　分 申　込　期　限 料　　金 備�考

登　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料

血　

統　

登　

録

国 内 産 馬

当歳の１１月３０日まで 2,200�円

１歳の１２月３１日まで 5,500�円

２歳の１月１日以降 14,300�円

輸　入　馬
検疫終了後３ヵ月以内 6,600�円

検疫終了後３ヵ月を超えるもの 14,300�円

補
助
血
統
登
録

当歳の１１月３０日まで 5,500�円

１歳の１２月３１日まで 9,900�円

２歳の１月１日以降 18,700�円

繁　
　
　

殖　
　
　

登　
　
　

録

種　

雄　

馬

国内産馬 11,000�円

輸 入 馬
検疫終了後３ヵ月以内 22,000�円

検疫終了後３ヵ月を超えるもの 66,000�円

種　

雌　

馬

国内産馬 5,500�円

輸 入 馬
検疫終了後３ヵ月以内 11,000�円

検疫終了後３ヵ月を超えるもの 22,000�円

手�

数�

料

登 録 証 明 書 再 交 付 22,000�円

登 録 証 明 書 書 換 交 付 2,200�円

備考�　輸入馬であって血統登録又は補助血統登録を受けた後、繁殖登録を受ける場合の

料金については、国内産馬の繁殖登録の料金を適用する。

登録料及び手数料の料金表

別表　（第１５条関係）
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